
(57)【要約】

【課題】廃液晶パネルを焼却することなく、液晶を回収

しながら廃液晶パネルを短時間でかつ簡単に処理する方

法を提供する。

【解決手段】本発明の廃液晶パネルの処理方法は、廃液

晶パネルの偏光板を、該偏光板に対して可溶性を有する

溶剤により溶解して除去、あるいは硬化させる偏光板処

理工程と、

　偏光板処理された前記廃液晶パネルを粉砕するパネル

粉砕工程と、粉砕された前記廃液晶パネルの粉砕物から

液晶を抽出する液晶抽出工程とを有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 廃 液 晶 パ ネ ル の 偏 光 板 を 、 該 偏 光 板 に 対 し て 可 溶 性 を 有 す る 溶 剤 に よ り 溶 解 し て 除 去 、
あ る い は 硬 化 さ せ る 偏 光 板 処 理 を 行 う 偏 光 板 処 理 工 程 と 、
　 該 偏 光 板 処 理 さ れ た 前 記 廃 液 晶 パ ネ ル を 粉 砕 す る パ ネ ル 粉 砕 工 程 と 、
　 粉 砕 さ れ た 前 記 廃 液 晶 パ ネ ル の 粉 砕 物 か ら 液 晶 を 抽 出 す る 液 晶 抽 出 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 硬 化 は 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 液 晶 抽 出 工 程 は 、 前 記 液 晶 が 付 着 し た 前 記 粉 砕 物 を 洗 浄 し た 後 の 、 少 な く と も 前 記
液 晶 と 水 と を 含 有 し た 洗 浄 液 を 、 第 １ の 温 度 に お い て 前 記 液 晶 と 前 記 水 と を 共 に 溶 解 す る
一 方 、 前 記 第 １ の 温 度 と 異 な る 第 ２ の 温 度 に お い て は 前 記 液 晶 と 前 記 水 と が 溶 解 、 非 溶 解
の 互 い に 異 な る 状 態 を 呈 す る 抽 出 液 を 用 い 、 前 記 第 １ の 温 度 に お い て 前 記 抽 出 液 に 溶 解 し
て 溶 解 液 を 作 成 す る 第 １ の 工 程 と 、 前 記 溶 解 液 の 温 度 を 前 記 第 １ の 温 度 か ら 前 記 第 ２ の 温
度 に 変 化 さ せ て 、 前 記 液 晶 と 前 記 水 の い ず れ か 一 方 が 前 記 抽 出 液 に 溶 解 し た 状 態 で 、 前 記
液 晶 と 前 記 水 と を 分 離 す る 第 ２ の 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に
記 載 の 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 に 関 し 、 特 に 、 液 晶 を 回 収 し な が ら 廃 液 晶 パ ネ ル を
短 時 間 で か つ 簡 単 に 処 理 す る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 環 境 問 題 に 対 す る 取 り 組 み の 一 つ に 、 い わ ゆ る リ サ イ ク ル が あ る 。 リ サ イ ク ル に
よ り 、 企 業 が 製 造 し 、 販 売 し た 製 品 は 回 収 さ れ 解 体 さ れ て 、 部 品 、 材 料 等 が 抽 出 さ れ て 、
部 品 、 材 料 等 が 再 利 用 さ れ る こ と に よ り 、 廃 棄 物 量 の 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 家 電 製 品 、 情 報 機 器 等 の 各 種 製 品 に 使 用 さ れ て い る 種 々 の 部 品 、 材 料 等 に つ い て 、 部 品
、 材 料 別 に 全 て の 部 品 、 材 料 等 が 回 収 す る こ と が 望 ま し い が 、 確 実 な リ サ イ ク ル 技 術 が 確
立 さ れ て い な い 場 合 は 、 回 収 し た 製 品 を 焼 却 し て 、 焼 却 処 理 さ れ た 物 を 、 建 築 関 係 の 材 料
等 に 利 用 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 例 え ば 、 液 晶 パ ネ ル は 、 焼 却 さ れ 、 路 盤 材 と し て リ サ
イ ク ル さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な る べ く 焼 却 し な い で 、 使 用 さ れ て い る 材 料 を 再 利 用 す る べ く 、 液 晶 パ ネ ル の リ サ イ ク
ル に お い て 、 種 々 の 材 料 等 の 再 利 用 率 を 向 上 す る た め の 処 理 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 そ の 提 案 に よ れ ば 、 液 晶 パ ネ ル か ら 偏 光 板 を 機 械 的 に 剥 離 す る 処
理 を 行 い 、 そ の 後 液 晶 を 回 収 す る 処 理 を 行 い 、 さ ら に 使 用 さ れ て い る ガ ラ ス 基 板 を 種 類 別
に 選 別 す る 処 理 を 行 い 、 さ ら に ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ て い る 金 属 の 薄 膜 を 除 去 す る と い
っ た 処 理 工 程 を 設 け る こ と に よ り 、 液 晶 、 ガ ラ ス 及 び 金 属 の 回 収 を 実 現 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-305502号 公 報 （ 第 １ １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 液 晶 パ ネ ル の 中 で も 、 比 較 的 大 き な パ ネ ル 、 例 え ば 、 テ レ ビ 装 置 な ど に 用 い ら
れ た 液 晶 パ ネ ル で あ っ て 回 収 さ れ る 液 晶 パ ネ ル の 数 は 膨 大 で は な い も の は 、 解 体 作 業 に お
い て 、 偏 光 板 の 剥 離 作 業 は 容 易 で あ る が 、 携 帯 電 話 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 等 に 用 い ら れ る 小
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型 の 液 晶 パ ネ ル の 場 合 、 液 晶 パ ネ ル 自 体 が 小 さ い の で 、 偏 光 板 の 剥 離 作 業 は 煩 雑 な も の と
な る た め 、 偏 光 板 剥 離 処 理 に 長 時 間 が 掛 か る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に 、 携 帯 電 話 に 用 い ら れ る 液 晶 パ ネ ル の 場 合 、 回 収 さ れ る 液 晶 パ ネ ル の 数 は 膨 大 で あ
る た め 、 １ つ の 液 晶 パ ネ ル に 対 す る １ つ の 処 理 に 長 い 時 間 が 掛 か る こ と は 実 質 的 に リ サ イ
ク ル が で き な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 ガ ラ ス の 抽 出 の た め の 選 別 作 業 に お い て も 、 ガ ラ ス の 種 類 別 に 選 別 作 業 を 行 わ
な く て は な ら ず 、 膨 大 な 量 の 液 晶 パ ネ ル に 対 す る 選 別 作 業 を 実 質 的 に 行 う こ と も で き な い
。 　
　 さ ら に ま た 、 回 収 さ れ る 液 晶 パ ネ ル の 数 は 膨 大 で あ る か ら と い っ て 、 全 て の 膨 大 な 数 の
液 晶 パ ネ ル を 焼 却 す る こ と は 、 焼 却 時 に 有 毒 な 物 質 が 生 成 さ せ る 虞 も あ り 、 好 ま し く な い
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 廃 液 晶 パ ネ ル を 焼
却 す る こ と な く 、 液 晶 を 回 収 し な が ら 廃 液 晶 パ ネ ル を 短 時 間 で か つ 簡 単 に 処 理 す る 方 法 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 は 、 廃 液 晶 パ ネ ル の 偏 光 板 を 、 該 偏 光 板 に 対 し て 可 溶
性 を 有 す る 溶 剤 に よ り 溶 解 し て 除 去 、 あ る い は 硬 化 さ せ る 偏 光 板 処 理 を 行 う 偏 光 板 処 理 工
程 と 、 偏 光 板 処 理 さ れ た 前 記 廃 液 晶 パ ネ ル を 粉 砕 す る パ ネ ル 粉 砕 工 程 と 、 粉 砕 さ れ た 前 記
廃 液 晶 パ ネ ル の 粉 砕 物 か ら 液 晶 を 抽 出 す る 液 晶 抽 出 工 程 と を 有 す る 。 　
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 廃 液 晶 パ ネ ル を 焼 却 す る こ と な く 、 液 晶 を 回 収 し な が ら 廃 液
晶 パ ネ ル を 短 時 間 で か つ 簡 単 に 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 に お い て 、 前 記 硬 化 は 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と
に よ っ て 行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。 　
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 簡 単 に 偏 光 板 処 理 を す る こ と が で き 、 パ ネ ル 粉 砕 処 理 を 確 実
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 に お い て 、 前 記 液 晶 抽 出 工 程 は 、 前 記 液 晶 が 付
着 し た 前 記 粉 砕 物 を 洗 浄 し た 後 の 、 少 な く と も 前 記 液 晶 と 水 と を 含 有 し た 洗 浄 液 を 、 第 １
の 温 度 に お い て 前 記 液 晶 と 前 記 水 と を 共 に 溶 解 す る 一 方 、 前 記 第 １ の 温 度 と 異 な る 第 ２ の
温 度 に お い て は 前 記 液 晶 と 前 記 水 と が 溶 解 、 非 溶 解 の 互 い に 異 な る 状 態 を 呈 す る 抽 出 液 を
用 い 、 前 記 第 １ の 温 度 に お い て 前 記 抽 出 液 に 溶 解 し て 溶 解 液 を 作 成 す る 第 １ の 工 程 と 、 前
記 溶 解 液 の 温 度 を 前 記 第 １ の 温 度 か ら 前 記 第 ２ の 温 度 に 変 化 さ せ て 、 前 記 液 晶 と 前 記 水 の
い ず れ か 一 方 が 前 記 抽 出 液 に 溶 解 し た 状 態 で 、 前 記 液 晶 と 前 記 水 と を 分 離 す る 第 ２ の 工 程
と を 含 む こ と が 望 ま し い 。 　
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 液 晶 の 抽 出 を 低 コ ス ト で 、 効 率 よ く 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ に 基 づ き 、 本 実 施 の 形 態 に 係 わ る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本
実 施 の 形 態 に 係 わ る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 廃 液 晶 パ ネ ル は 、 市 場 に お い て 廃 棄 さ れ 回 収 さ れ た も の 、 製 造 工 程 に お い て 不 良 品 と し
て 回 収 さ れ た も の 等 で あ る 。 液 晶 パ ネ ル は 、 携 帯 電 話 等 の 機 器 に 内 蔵 さ れ て い る た め 、 そ
の 内 蔵 さ れ た 液 晶 パ ネ ル を 、 そ の 機 器 か ら 取 り 出 し 、 そ の 取 り 出 し た 液 晶 パ ネ ル 、 す な わ
ち 廃 液 晶 パ ネ ル に 対 し て 本 実 施 の 形 態 に 係 わ る 処 理 が 行 わ れ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お
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い て 処 理 さ れ る 廃 液 晶 パ ネ ル は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 が 装 着 さ れ た 状 態 の も の で も
、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 が 取 り 除 か れ た 液 晶 パ ネ ル の み の 状 態 の も の の い ず れ で も よ
い 。 　
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 は 、 偏 光 板 処 理 、 パ ネ ル 粉
砕 処 理 、 そ し て 液 晶 抽 出 処 理 の ３ つ の 処 理 工 程 を 含 む 。 順 番 に 各 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 偏 光 板 処 理 工 程 ） 　
　 ま ず 、 廃 液 晶 パ ネ ル の 偏 光 板 に 対 す る 処 理 で あ る 偏 光 板 処 理 が 行 わ れ る （ ス テ ッ プ （ 以
下 、 Sと い う ） １ ） 。 偏 光 板 処 理 S1は 、 偏 光 板 に 対 し て 可 溶 性 の あ る 有 機 溶 剤 に よ っ て 偏
光 板 を 溶 解 し て 除 去 す る 偏 光 板 溶 解 除 去 処 理 、 あ る い は 、 紫 外 線 ラ ン プ の 紫 外 線 を 偏 光 板
に 照 射 す る こ と に よ っ て 偏 光 板 を 硬 化 さ せ る 偏 光 板 硬 化 処 理 で あ る 。 偏 光 板 は 、 フ ィ ル ム
状 で あ る た め に 、 偏 光 板 が 貼 り 付 け ら れ た 液 晶 パ ネ ル は 、 次 の 粉 砕 工 程 に お い て 粉 砕 が 十
分 に で き な い 。 粉 砕 が 十 分 に で き な い 場 合 、 後 述 す る よ う に 、 液 晶 の 抽 出 が 十 分 に で き な
く な る の で 、 そ の 粉 砕 を 十 分 に で き る よ う に 偏 光 板 処 理 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 偏 光 板 溶 解 除 去 処 理 に よ れ ば 、 偏 光 板 の 材 料 成 分 が 除 去 さ れ る た め 、 後 述 す る 液 晶 の 抽
出 処 理 に お け る 抽 出 率 の 向 上 、 及 び 最 終 的 に ガ ラ ス 原 料 利 用 業 者 等 へ 提 供 す る ガ ラ ス 原 料
の 原 料 品 質 の 向 上 と な る 。 ま た 、 偏 光 板 硬 化 処 理 に よ れ ば 、 液 晶 の 抽 出 処 理 の 前 に 行 わ れ
る パ ネ ル 粉 砕 処 理 が 容 易 に か つ 確 実 に 行 わ れ る よ う に な る の で 、 後 述 す る 液 晶 の 抽 出 処 理
が 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ パ ネ ル 粉 砕 処 理 ） 　
　 次 に 、 偏 光 板 処 理 さ れ た 廃 液 晶 パ ネ ル に 対 し て 粉 砕 処 理 が 行 わ れ る （ S2） 。 パ ネ ル 粉 砕
処 理 S2は 、 ス ク リ ュ ー ク ラ ッ シ ャ ー 等 の 廃 棄 物 粉 砕 機 に よ り 、 廃 液 晶 パ ネ ル に 機 械 的 な 圧
力 若 し く は せ ん 断 応 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 廃 液 晶 パ ネ ル を 粉 々 に す る も の で あ る 。 廃
棄 物 粉 砕 機 に よ り 廃 液 晶 パ ネ ル は 、 例 え ば １ ｍ ｍ 以 下 の 大 き さ に 粉 砕 さ れ 、 粉 砕 物 と な る
。 こ こ で 、 個 々 の 粉 砕 物 を １ ｍ ｍ 以 下 の 大 き さ に す る の は 、 後 述 す る 液 晶 の 抽 出 に お い て
、 薄 い ガ ラ ス 基 板 間 に 液 晶 が 入 り 込 ん で 、 す な わ ち 袋 小 路 と な る 角 に 付 着 し た 液 晶 が 抽 出
で き な く な る の を 、 防 ぐ た め で あ る 。 そ の 結 果 、 粉 砕 物 に こ の よ う な 角 が な く な る の で 、
後 述 す る 液 晶 の 抽 出 処 理 に お い て 、 液 晶 の 抽 出 率 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 液 晶 抽 出 処 理 ） 　
　 次 に 、 粉 砕 物 １ に 対 し て 液 晶 抽 出 処 理 が 行 わ れ る （ S3） 。 液 晶 抽 出 処 理 S3は 、 次 の ２ つ
の 工 程 、 す な わ ち 第 １ 及 び 第 ２ の 工 程 を 含 む 。 　
　 ま ず 、 第 １ の 工 程 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 わ る 液 晶 抽 出 処 理 の 流
れ を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 粉 砕 物 １ を 図 ２ に 示 す よ う な 多 段 式 に 第 １ 洗 浄 液 ２ a、 第 ２ 洗 浄 液 ２ b、 第 ３ 洗 浄 液 ２ c
、 ・ ・ と 浸 し て 、 最 終 的 に 水 洗 い を 行 う こ と に よ り 、 段 階 的 に 洗 浄 を 行 う 。 そ の 結 果 、 粉
砕 物 １ は 、 洗 浄 さ れ て い き 、 粉 砕 物 １ に は 液 晶 が 付 着 し て な い 状 態 と な っ て い く 。 そ の 代
わ り に 、 洗 浄 液 ２ a、 ２ b、 ２ c、 ・ ・ に は 、 少 な く と も 水 と 被 洗 浄 物 で あ る 液 晶 が 含 有 す
る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 多 段 の 洗 浄 液 ２ a、 ２ b、 ２ c、 ・ ・ （ 以 下 、 ま と め て 洗 浄 液 ２ と い う こ と も あ る ） に 、
粉 砕 物 １ を 順 番 に 浸 し て い く の で 、 洗 浄 液 ２ の 中 で 液 晶 の 濃 度 は 、 第 １ 洗 浄 液 ２ aの 液 晶
濃 度 が 最 も 高 い 。 因 み に 、 洗 浄 液 ２ に 含 有 さ れ る 液 晶 の 濃 度 は 、 ５ 質 量 ％ 以 下 で あ る こ と
が 好 ま し く 、 ５ 質 量 ％ を 超 え る と 液 晶 の 再 汚 染 等 に よ る 洗 浄 不 良 が 生 じ る 。 ま た 、 液 晶 は
、 液 晶 層 を 形 成 し 得 る 液 晶 化 合 物 で あ れ ば 特 に 制 限 が な く 、 液 晶 化 合 物 を 形 成 す る 化 学 物
質 の 数 、 種 類 共 に 特 に 制 限 は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 、 洗 浄 液 ２ は 、 界 面 活 性 剤 を 含 有 し て い て も よ い 。 界 面 活 性 剤 は 、 非 イ オ ン 性 界 面
活 性 剤 及 び ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 か ら 選 ば れ る １ 種 以 上 の 界 面 活 性 剤 で あ り 、 例 え ば 、 ポ
リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 等 が 挙 げ ら れ る 。 市 販 さ れ て い る も の と し て は 、 サ ン
ウ ォ ッ シ ュ RE（ ラ イ オ ン 株 式 会 社 製 ） 、 サ ン ウ ォ ッ シ ュ LH-8000（ ラ イ オ ン 株 式 会 社 製 ）
等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 場 合 、 洗 浄 液 ２ は 、 こ れ ら の 界 面 活 性 剤 を ２ ０ ～ ６ ０ 質 量 ％ 含 ん で い る こ と が 好 ま
し い 。 ２ ０ ％ よ り 少 な い と 十 分 な 液 晶 の 洗 浄 効 果 を 得 る こ と が で き ず 、 ６ ０ 質 量 ％ を 超 え
る と 、 高 濃 度 に よ る 洗 浄 不 良 や リ ン ス 不 良 （ 残 留 不 良 ） と い う 問 題 が 生 じ る か ら で あ る 。
さ ら に 、 洗 浄 液 は 、 液 晶 、 水 、 界 面 活 性 剤 の 他 の 成 分 を 液 晶 の 洗 浄 効 果 を 妨 げ な い 範 囲 で
含 ん で い て も よ い 。 さ ら に 、 粉 砕 物 １ に 付 着 し た 液 晶 を よ り 効 率 よ く 洗 浄 す る た め に 、 粉
砕 物 １ を 浸 し た 状 態 で 、 洗 浄 液 ２ に 超 音 波 を 伝 播 さ せ る な ど の 処 理 を 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 工 程 で は 、 液 晶 と 水 が 溶 解 す る 条 件 下 で 、 洗 浄 液 ２ を 抽 出 液 に 溶 解 さ せ て 溶 解 液 ３
を 作 成 す る 。 こ の 抽 出 液 は 、 第 １ の 温 度 に お い て 液 晶 と 水 と を 共 に 溶 解 す る 一 方 、 そ の 第
１ の 温 度 と は 異 な る 第 ２ の 温 度 に お い て は 液 晶 と 水 と が 溶 解 、 非 溶 解 の 互 い に 異 な る 状 態
を 呈 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 性 質 を 有 す る 物 質 と し て 、 多 価 ア ル コ ー ル 誘 導 体 （ グ ル
コ ー ル エ ー テ ル の 上 位 概 念 ） が 挙 げ ら れ る 。 中 で も 、 多 価 ア ル コ ー ル 由 来 エ ー テ ル が 水 へ
の 溶 解 度 が 温 度 差 に よ っ て 大 き く 変 化 す る 性 質 を 有 す る の で 好 ま し く 、 例 え ば 、 グ ル コ ー
ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル エ ー テ ル な ど が 挙 げ ら
れ る 。 こ れ ら グ リ コ ー ル エ ー テ ル 類 は 、 市 販 さ れ て い る も の を 使 用 す る こ と が で き 、 例 え
ば 、 サ ン ク リ ー ン Ｘ Ｌ － １ （ 三 和 油 化 工 業 株 式 会 社 製 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 抽 出 液 は 、 グ リ
コ ー ル エ ー テ ル を １ ０ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 ん で い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 範 囲 を 逸 脱 す る と 、
液 晶 の 溶 解 性 の 悪 化 や 水 へ の 溶 解 成 分 （ 電 解 質 不 純 物 ） の 分 離 性 悪 化 等 の 不 具 合 を 生 じ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 洗 浄 液 が 界 面 活 性 剤 を さ ら に 含 有 し て い る 場 合 は 、 界 面 活 性 剤 も 抽 出 液 に 溶 解 さ
れ る 。 　
　 溶 解 液 を 作 成 す る 際 、 反 応 温 度 は ５ ０ ～ ７ ０ ℃ が 好 ま し く 、 例 え ば 、 ６ ０ ℃ と す る 。 反
応 時 間 は 、 ５ ～ １ ５ 分 が 好 ま し い 。 反 応 温 度 が こ の 範 囲 を 逸 脱 す る と 、 均 一 な 溶 解 液 に な
ら な い か 、 又 は 加 温 に よ る 溶 解 液 の 揮 発 や 劣 化 の 問 題 が 生 じ る 。 ま た 、 反 応 時 間 が 長 過 ぎ
る と 、 サ イ ク ル タ イ ム の 増 加 や 処 理 時 間 の 増 加 に 対 し て 、 工 程 処 理 能 力 を 確 保 す る た め に
装 置 を 大 型 化 す る 必 要 が で て く る 等 の 問 題 が 発 生 す る 。 さ ら に 、 溶 解 液 は 、 洗 浄 液 と 抽 出
液 が 、 そ れ ぞ れ ３ ０ ～ ７ ０ 質 量 ％ と ７ ０ ～ ３ ０ 質 量 ％ と な る よ う に 混 合 す る こ と が 好 ま し
い 。 適 宜 、 溶 解 液 を 攪 拌 す る な ど し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 溶 解 液 の 温 度 を 、 第 １ の 温 度 と は 異 な る 第 ２ の 温 度 に 変 化 さ せ 、 第 ２ の 工 程 に 移
行 す る 。 　
　 第 ２ の 工 程 は 、 液 晶 と 水 の い ず れ か 一 方 が 溶 解 し た 条 件 下 で 、 溶 解 液 か ら 、 液 晶 と 水 と
を 分 離 す る 。 ま た 、 界 面 活 性 剤 は 液 晶 と 共 に 、 液 晶 分 と し て 水 か ら 分 離 さ れ る 。 好 ま し い
条 件 と し て は 、 反 応 温 度 は ２ ０ ～ ５ ０ ℃ で あ り 、 例 え ば ４ ０ ℃ と す る 。 反 応 時 間 は 、 １ ０
～ ６ ０ 分 で あ る 。 こ れ ら の 範 囲 を 逸 脱 す る と 、 分 離 が 不 十 分 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 水 が 抽 出 液 に 溶 解 し た 状 態 ４ ｂ で 、 液 晶 分 ４ ａ が 上 澄 み と し て 形 成
さ れ る た め 、 こ の 上 澄 み ４ ａ を 油 水 分 離 方 式 、 静 置 分 離 方 式 な ど の 方 法 を 用 い て 、 分 離 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 液 晶 分 の よ り 好 ま し い 処 理 方 法 に つ い て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 液 晶
分 の よ り 好 ま し い 処 理 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 　
　 液 晶 及 び 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 液 晶 分 に 、 界 面 活 性 剤 を 失 活 さ せ る 失 活 剤 を 添 加 す る 。
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失 活 剤 と し て は 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム な ど の 無 機 塩 を 、 水 を 溶 媒 と し て 、 好
ま し く は １ ～ ２ ０ 質 量 ％ 溶 解 し た 溶 液 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 失 活 剤 を 液 晶 分
に 添 加 す る 際 、 反 応 温 度 は ２ ０ ～ ４ ０ ℃ が 好 ま し く 、 反 応 時 間 は ５ ～ ３ ０ 分 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 液 晶 分 に 失 活 剤 を 添 加 す る こ と に よ っ て 、 液 晶 が 上 澄 み ５ ａ と し て
形 成 さ れ る 。 こ の 上 澄 み ５ ａ は 、 油 水 分 離 方 式 、 静 置 分 離 方 式 な ど の 方 法 を 用 い て 、 界 面
活 性 剤 を 含 有 す る 界 面 活 性 剤 含 有 液 ５ ｂ と 分 離 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 分 離 さ
れ た 液 晶 は 、 液 晶 分 ４ ａ よ り さ ら に 高 濃 度 の 液 晶 を 含 ん で お り 、 こ れ を 焼 却 処 理 す る 場 合
、 低 濃 度 の 液 晶 を 同 様 に 処 理 す る 場 合 に 比 べ て 効 率 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 液 晶 を さ ら に 多 段 蒸 留 法 、 多 段 溶 媒 抽 出 等 の 手 法 を 用 い て 各 液 晶 成 分 に 分 離 す る
こ と も 可 能 で あ る 。 各 液 晶 成 分 に 分 離 し た 後 、 液 晶 パ ネ ル の 原 料 と し て 再 利 用 す る こ と も
で き 、 廃 棄 物 の 減 少 化 や 液 晶 材 料 の 低 コ ス ト 化 が 可 能 と な る 。 液 晶 成 分 毎 に 分 離 し た 後 の
残 渣 物 は 、 焼 却 処 理 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 界 面 活 性 剤 含 有 液 ５ ｂ は 、 界 面 活 性 剤 が 失 活 し て い る た め 、 排 水 処 理 で き る 。 こ の
排 水 に は 液 晶 は 含 ま れ な い た め 、 環 境 に 考 慮 し た も の と な っ て い る 。 　
　 な お 、 前 述 し た 第 １ の 工 程 に お い て 、 水 が 抽 出 液 に 溶 解 し た 状 態 に お い て 、 液 晶 分 ４ ａ
を 分 離 す る と き に 生 成 さ れ る 抽 出 溶 液 ４ ｂ の 処 理 に つ い て は 、 以 下 の よ う に 行 う こ と が 好
ま し い 。 抽 出 溶 液 ４ ｂ は 、 抽 出 液 及 び 洗 浄 液 ２ に 含 ま れ て い た 水 を 含 む も の で あ る 。 こ の
抽 出 溶 液 ４ ｂ か ら 、 蒸 留 精 製 法 な ど の 方 法 を 用 い て イ オ ン 系 不 純 物 を 取 り 除 く 。 不 純 物 を
除 去 し た 後 の 抽 出 溶 液 は 、 さ ら に 第 １ の 工 程 の 原 料 と し て 再 利 用 す る こ と も で き 、 液 晶 洗
浄 液 を よ り 効 率 的 に 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 第 １ の 工 程 と 第 ２ の 工 程 の 処 理 を 経 て 、 粉 砕 物 １ か ら 液 晶 が 抽 出 さ
れ る と 、 液 晶 が 抽 出 さ れ て 残 さ れ た 粉 砕 物 １ ａ は 、 液 晶 パ ネ ル に 含 ま れ て い た 各 種 金 属 を
含 む 。 こ の 状 態 で 、 粉 砕 物 １ ａ は 、 ガ ラ ス 原 料 と し て 、 ガ ラ ス メ ー カ 等 に 引 き 渡 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ガ ラ ス メ ー カ 等 で は 、 建 築 関 連 で あ れ ば 、 多 少 の 金 属 を 含 有 し て も 問 題 の な い ガ ラ ス 製
品 で あ れ ば 、 粉 砕 物 １ ａ を そ の ま ま 溶 融 し て ガ ラ ス 製 品 の 原 料 と し て 利 用 す る こ と が で き
る 。 あ る い は 、 微 量 の 金 属 が 含 ま れ て い て も 影 響 の な い 用 途 の ガ ラ ス 製 品 、 例 え ば 工 芸 品
、 タ イ ル 等 の 製 品 に 、 砕 物 １ ａ を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 ガ ラ ス メ ー カ で は 、 粉 砕 物 １ ａ か ら 各 種 金 属 を 抽 出 す る た め の 公 知 の 処 理 方 法 に
よ っ て 、 粉 砕 物 １ ａ の 中 か ら 含 有 金 属 を 抽 出 し て 、 金 属 と ガ ラ ス の そ れ ぞ れ の 再 利 用 を し
て も よ い 。 金 属 と し て は 、 有 価 物 で あ る イ ン ジ ウ ム 、 銅 、 金 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 従 来 の よ う に 単 に 廃 液 晶 パ ネ ル を 路 盤 材 と し て
再 利 用 す る た め に 焼 却 す る こ と が な い の で 、 焼 却 時 に 有 毒 な 物 質 が 生 成 さ れ る こ と も な く
、 さ ら に 、 液 晶 を 回 収 し か つ ガ ラ ス 部 分 を 再 利 用 で き る よ う に す る た め に 、 廃 液 晶 パ ネ ル
を 短 時 間 で か つ 簡 単 に 処 理 す る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 方 法 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 携 帯 電 話 等 に 用 い ら れ る 廃 液 晶 パ ネ ル の 例 で 説 明 し た が 、 比 較
的 大 き な パ ネ ル 、 例 え ば 、 テ レ ビ 装 置 な ど に 用 い ら れ た 液 晶 パ ネ ル で あ っ て も 、 本 実 施 の
形 態 に 係 る 処 理 は 適 用 す る こ と が で き る も の で あ る 。 　
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範
囲 に お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 わ る 廃 液 晶 パ ネ ル の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 わ る 液 晶 抽 出 処 理 の 流 れ を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 わ る 、 液 晶 分 の よ り 好 ま し い 処 理 方 法 を 説 明 す る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 、 １ ａ 　 粉 砕 物 、 ２ 　 洗 浄 液 、 ３ 　 溶 解 液 、 ４ a　 液 晶 分 、 ４ ｂ 　 抽 出 溶 液 、 ５ a　 液 晶
上 澄 み 、 ５ ｂ 　 界 面 活 性 剤 含 有 液

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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